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第
三
谷
　
　
紹
　
介
　
　
躍
書

・
武
器
の
使
用
を
母
親
し
、
其
他
種
々
煩
環
な
る
手
芸
を
設

け
π
る
庭
あ
う
、
例
へ
ば
眞
心
還
流
に
あ
り
て
は
、

　
　
　
　
最
勧
取
替
候
一
札
ε
し
て

　
　
稽
古
響
き
爲
め
の
試
§
し
て
立
合
申
候
上
に
勝
蚕
の
善
悪
に
よ
り
て
意

　
　
趣
意
恨
の
義
慨
し
て
宥
之
ま
じ
く
候
萬
一
心
得
違
等
に
て
賛
論
仕
掛
け

　
　
仁
方
隼
前
之
御
取
捌
に
創
方
蓬
も
諸
親
類
一
同
相
願
可
申
候

　
　
膚
之
趣
御
互
に
相
守
り
日
本
の
謡
扇
聯
も
被
申
問
敷
候
循
夘
件

》
し
云
ふ
が
如
き
一
種
の
起
請
書
様
の
も
の
を
取
替
毛
・
其

他
種
々
の
盟
約
の
下
に
漸
く
此
を
許
し
柁
り
。
他
の
各
回
、

亦
略
こ
れ
ご
岡
一
の
手
段
を
以
て
一
般
に
他
流
試
合
を
避

け
ん
こ
せ
る
傾
向
あ
る
を
免
れ
ざ
り
き
。

紹

介

　
　
　
　
　
⑧
圖
　
　
書

　
　
　
　
　
も
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
日
日
渉
の
佛
敏
　
　
隔
　
　
　
　
　
F
　
境
野
遡
洋
紅

　
騒
本
の
佛
敏
の
襯
魏
に
賛
冠
ん
が
れ
め
に
、
著
者
が
さ
き
に
編
輯
較
僻
し

五
り
・
し
「
佛
警
繋
錐
」
の
躰
に
依
り
て
、
挙
易
簡
易
に
叙
逃
鷲
ら
れ
六
る
も

第
二
號

一
四
六
　
　
（
ご
】
ニ
ニ
）

の
な
”
。
邸
ち
佛
敏
の
簿
來
よ
纏
鎌
倉
時
代
の
佛
教
に
簗
る
ま
で
章
を
分
つ

　
こ
ぜ
入
章
、
鎌
倉
時
代
以
後
の
事
項
は
粟
以
前
の
瀾
係
導
項
の
下
に
倉
め
て

説
沸
す
る
に
力
め
た
り
。
其
第
一
章
「
臼
本
二
藍
傳
來
の
謁
し
に
於
て
は
、
欽

明
十
三
年
以
離
に
早
く
佛
敏
の
傳
聾
し
敦
り
ε
す
ろ
籍
登
記
鋒
を
蒐
め
・
之

れ
の
奪
誰
拙
粥
を
な
・
し
、
「
油
王
帝
蹴
」
の
記
事
な
る
敏
明
戊
午
め
年
を
放
究

む
て
、
書
組
の
紀
醸
わ
訂
し
て
、
之
れ
を
鞭
明
帝
臨
写
の
七
年
に
該
富
ぜ
、
し

め
、
佛
教
の
買
濟
よ
皇
臣
に
濁
出
し
六
る
年
ミ
ぜ
る
等
は
蕃
者
の
篤
買
な
る

研
究
態
摩
…
を
見
る
べ
む
◇
第
一
［
章
「
識
者
響
芒
眉
虚
像
」
に
．
於
て
ほ
佛
教
典
來
後
り

浩
一
毒
遣
侮
M
の
駿
況
を
山
べ
、
北
口
申
・
に
は
聖
｛
徳
太
エ
」
建
山
皿
の
ぬ
万
帖
晩
鼓
に
つ
み
㌧
、

二
十
一
春
，
叉
は
九
院
．
七
戸
を
五
寺
等
の
観
あ
る
を
共
一
一
に
つ
い
て
考

読
・
し
、
第
三
璽
聖
徳
太
子
及
び
大
寺
の
由
來
」
に
於
ピ
、
は
太
子
の
事
業
等
を

・
も
説
義
・
、
…
以
下
・
「
幽
果
大
尾
國
分
轟
輝
の
建
轟
又
」
「
南
耀
船
の
山
斗
ゆ
ホ
し
「
平
安
朝
漸
ゆ
耶
敏

の
勃
興
隔
叡
田
棄
券
の
佛
敏
大
勢
」
等
の
各
藩
に
見
て
奎
艮
、
挙
安
甥
の
佛

教
の
大
勢
、
叉
各
宗
の
敏
瓢
、
典
門
下
龍
象
の
事
蹟
事
業
等
を
襯
言
し
，
鍮

倉
時
代
の
佛
教
」
に
於
て
は
、
浄
土
数
、
段
通
。
臼
蓮
宗
に
就
い
ば
、
簡
易
ド

北
ハ
点
駅
義
ミ
瀞
聴
脚
の
興
隆
塘
守
を
蓮
べ
眠
卜
“
り
9
蔵
ハ
聞
議
肱
醐
の
紬
臓
ふ
か
餌
の
も
の
は
、

多
く
之
れ
を
遽
σ
れ
る
る
も
、
ロ
ハ
巻
来
の
覚
鎌
倉
臨
代
勃
興
の
新
宗
淡
の
歴

奥
を
叙
で
ろ
駈
は
、
稽
々
簡
に
過
ぎ
、
初
墨
・
者
の
方
に
臨
く
べ
き
塵
の
當
壌

さ
れ
ぬ
る
知
き
洩
あ
る
も
の
あ
り
ミ
難
、
、
紛
、
署
暫
が
佛
欲
更
の
研
究
家
ピ

，
亡
て
程
二
世
に
陶
セ
2
療
ろ
碧
品
書
相
二
連
し
て
、
初
盛
者
に
ε
り
て
叉
呂
本



「

｛
佛
敏
ε
其
歴
史
に
湖
ず
る
便
利
塞
る
一
般
の
讃
物
れ
る
を
失
に
ざ
る
な
瞬
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丙
午
製
版
就
資
行
、
償
、
一
、
○
○
）
戸
茜
閃
〕

　
　
　
　
　
へ
　
あ
　
も
　
ボ
　
も
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
鱒
獅
ロ
ホ
歴
史
閲
圃
錐
　
　
第
四
、
五
b
山
ハ
、
七
輯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
へ
　
　
　
も

　
　
共
後
鰻
行
ぜ
ら
れ
れ
ろ
本
流
簸
第
四
輯
に
拭
、
英
國
公
使
館
浪
士
観
入
醐

　
の
原
色
版
を
秘
め
ε
し
て
、
上
古
の
用
量
、
聖
徳
太
子
御
像
、
百
萬
塔
陀
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

．
尼
、
賀
茂
瀞
肚
、
強
兵
等
あ
り
、
第
五
輯
に
は
鎌
倉
時
代
の
一
行
風
俗
を
石

山
繰
起
よ
り
換
り
て
彩
色
璽
薫
る
外
、
至
当
版
に
に
・
齋
銃
土
器
の
諸
種

　
の
地
本
的
な
る
も
の
、
渋
隆
謬
言
、
奈
頁
朝
武
器
等
の
あ
纏
。
比
ハ
他
彫
刻
に

て
も
、
東
大
寺
大
南
門
の
こ
王
尊
、
蓮
慶
湛
慶
米
諸
等
あ
り
・
近
搬
に
關
・
し

　
て
は
後
水
尾
、
後
光
明
雨
帝
の
璽
影
を
秘
ψ
隔
光
琳
、
宣
長
等
の
作
品
著
蓮

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

等
あ
り
、
麓
工
ハ
輯
　
に
に
、
慶
長
頃
風
俗
…
の
彩
色
太
甲
版
m
以
下
・
権
原
論
騨
営
、
伊
勢

ゴ、

梛
X
、
古
墳
圓
、
擁
木
正
繊
、
足
利
尊
氏
、
山
国
長
政
に
圏
す
る
も
の
等
，

へ
　
　
も
　
　
も

第
七
輯
に
は
、
蒙
古
蘂
來
圃
、
敷
藁
、
菅
原
濫
翼
、
探
幽
、
幕
府
煤
塵
修
好

優
に
間
す
る
も
の
、
其
他
上
古
装
飾
品
、
腹
當
、
釣
玉
総
の
如
善
あ
り
。
本

、
圃
簸
が
饗
刊
守
防
毎
輯
，
常
に
岡
史
の
魯
時
代
電
各
方
面
に
亘
り
て
滋
く
其

材
料
を
搬
聾
し
認
れ
ろ
は
、
擬
に
江
戸
ド
於
け
る
國
命
数
授
の
塗
考
書
怠
る

の
み
な
ら
す
、
一
般
燈
趣
味
の
瓶
養
に
資
す
ろ
ε
こ
ろ
大
に
し
て
，
編
巻

め
努
ヵ
は
多
妻
べ
き
も
の
あ
り
。
（
肇
馨
圖
響
會
馨
、
曾
潜
門

趨
　
　
　
　
第
三
巻
　
　
紹
　
介
　
　
圃
書

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ

鱒
麺
歴
七
衛

唐
　
言
置
揖

　
も
　
へ
も
　
　
も
　
へ
　
　
　
　
ら

麟
綴
遮
歴
五
巻
　
宍

孫
光
憲
機

　
こ
の
雨
垂
b
μ
其
名
望
に
著
聞
す
れ
こ
も
傳
本
少
く
し
て
皮
家
の
常
に
憾
み

ご
ぜ
し
も
の
を
。
近
年
葉
氏
夢
豪
馨
に
て
排
印
ぜ
る
も
の
に
し
て
、
澱
歴
ほ

も
ε
＋
巻
あ
り
、
天
皇
氏
よ
り
暇
華
に
蓋
る
迄
の
本
紀
を
略
畏
し
，
糧
、
共

君
の
行
泌
賢
妻
を
述
べ
、
且
つ
虞
世
南
の
更
論
を
各
篇
末
に
分
藁
し
て
其
義

を
見
ば
ぜ
ろ
も
の
な
る
が
焦
し
く
夢
留
三
巻
を
削
ぎ
て
聾
百
以
後
の
七
巻
を

罰
し
本
書
亦
睡
り
。
記
箏
多
く
数
取
よ
り
抄
写
也
る
も
の
に
て
麺
鑑
の
先
騒

を
な
ぜ
．
ε
も
、
紘
ハ
滝
川
埠
頭
貯
贈
固
よ
叫
彼
に
「
比
す
べ
く
も
あ
ら
鵡
9
G
彊
・
し
梁
武

帝
傳
は
奥
砂
の
今
に
存
す
ろ
者
診
断
を
最
古
ざ
し
，
虞
氏
の
略
論
も
大
蝋
散

茄伏

ｺ
し
に
．
此
に
頼
り
て
、
侮
梗
概
を
知
る
を
得
べ
し
Q
既
勲
拭
遡
の
頃
迄
盛
行
ぜ

し
が
後
多
く
傳
は
ら
す
し
て
幽
康
全
書
に
も
之
を
牧
め
ざ
り
き
・
綾
略
歴
ぱ

心
高
誠
に
起
り
…
闘
王
審
知
に
箋
る
。
勧
め
十
巻
あ
り
し
か
。
記
事
頗
る
實
を

失
ぜ
し
を
以
て
宋
太
宗
写
し
て
之
を
畿
む
し
め
れ
り
ε
い
ふ
。
今
崩
す
左
灰

五
巻
に
し
て
何
れ
の
蔀
を
割
除
ぜ
し
が
不
明
な
れ
こ
も
猫
麿
及
五
代
の
大
勢

を
線
す
。
そ
の
五
代
の
部
に
主
ε
む
て
蔀
書
に
諮
れ
る
が
、
乾
隆
4
1
永
樂
大

典
よ
り
熊
良
を
抄
輯
ぜ
し
時
転
意
全
く
亡
び
六
る
を
本
書
に
て
補
足
ゼ
リ
ミ

い
ふ
Q

第
二
號

一
四
七
　
（
三
二
三
）
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